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論文内容要旨
 免疫学の進歩に伴い,“①末梢リンパ組織の構成リンパ球はT-Bce11に分けられる"こと,さら
 に“⑪リンパ球の芽球化現象"などが明らかになった。正常のT-Bc611の細胞表面にはそれぞ
 れ特有の表面形質の存在が明らかとなり,この方法を用いての悪性リンパ腫細胞に関する検討が
 重要な課題となった。そこで私は病理組織学的に悪性リンパ腫と診断された24例について形態
 学的所見と免疫学的成積とを対比させ,さらにその腫瘍細胞にheterogeneityが指摘される疾
 患の剖検例について細胞の形態学的特徴と拡がりとの関連性を検討した。形態学的検索は光学顕
 微鏡的観察を主とし,また免疫学的方法は東北大学歯学部熊谷研究室の協力によった。Tce11
 はE-rosette形成,BceUはFcreceptor,SurfaceIgの存在及びEAG-ros6tte形
 成などを指標にした。
成績
 〔1〕形態学的所見と免疫学的成績との対比一1)細網肉腫…24例中12例と最も多く,その
 免疫学的性状から5群に分けられるがnomarkerの2例を除くと何れもBce11の性格を示す。
 DHqdgkin病…病理組織学的に2例共nodularsclerosisに属しTcelUymphomaのpattem
 を呈した。i11)1㎜unodysplastic1皿phadenopathy…病理組織学的にHodgkin病に類似して
 いる本疾患を4例検討し・polyclonaiなBcelllymphomaであった。IV)Burkitt腫瘍…1
 例経験したが定型的なBcelllymphomaの性格を示した。V)S6zary症候群…皮膚に病変
 を有するG・Lしと一連のspectrumにあるS6zary症候群はTcelliymphomaである。VI)G・1、・
 1・…1例経験されたが本例は皮膚病変を伴わず,thirdpopulationceHに属するものである。
 ViDリンパ肉腫…これは3例経験されたが,それぞれ異なるmarkerを示しTmarkercei1,third
 populationcell及びBcellmalignancyを強く示唆するものに分けられる。以上から,細
 網肉腫,1㎜mωysplasticlymphadenopatbはBcelllymphoma,Hodgkin病はTce旧iymp-
 homaであるが,リンパ肉腫は一様でなくこの腫瘍細胞にはheterogeneityが存在することが示
 唆される。すなわち,Bmarkercellを示したe・L・しとlymphoblasticlymphomaは何れも
 高年者であるのに対し,Tmarkercenを示したものはintermediatecelltypeを呈し若
 年者で胸腺部に一致して腫瘤の形成がみられる。また,他施設から拝借したTcelrmaligpancy
 の症例の大部分が40才以上の壮・高年者でかつ皮膚病変のみられた点が注目されるが,縦隔腫瘤
 は何れにも観察されていない。
 〔五〕剖検例による免疫学的特性の有無一〔1〕及び現在迄の報告から若年者の悪性リンパ腫
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 例で縦隔腫瘤を有するもの,あるいは壮・高年者で皮膚病変を伴うリンパ肉腫,A・L・L,(〉L・しな
 どにおいてはTcellmalignancyが示唆される。そこで・これらの剖検例を検討した結果・次の
 ような成積を得た。1)A・L・L…まず23例のA・1、・しにつき,縦隔腫瘤の有無によって腫瘤の存在
 する8例をA群とし,腫瘤の認められない15例をB群とした。白血病細胞の各臓器への浸潤と
 の関係では,骨髄・肝・脾への浸潤度はB群よりA群に強い。つぎに,白血病細胞の形態学的特
 徴との関係を群別にみると,A群では白血病細胞にconvo'1utedce11が多いがB群ではconvo一
 .1utedce11はほとんど認められない。以上の点からA群はT-A・L・1,にそしてB群はBrA・1」・・L
 (ornu11-A'L・1、)に相当するものとみなされる。Il)G・L・1、…皮膚に白血病細胞浸潤のある4
 例をA群,皮膚に病変のない2例をB群とした。骨髄・脾への浸潤度はA群がB群よりも強く,
 また細胞形態学的特徴をみるとA群ではconvolutedce11の出現があるが,B群はそれが認め
 られない。以上の点から,A群はT-G・L・しの可能性を示唆し,B群はB-e・Lしに相当したものと
 みなされる。iil)リンパ肉腫…本疾患では鳶L・L,G・L・しと異なり細胞学的類似性の有無でもって
 免疫学的検討例3例を中心にして,11例を3群に分けた。1)群は細胞学的に。・nv・1utedcell
 を呈するが,6例中5例に縦隔腫瘤があり,うち4例が若年者である。他の1例は66才で皮膚
 病変を有していた。2)群はlymphoblasticcellを呈する症例で,剖検上は胸腺への浸潤性を
 示したものであるが免疫学的にはthirdpopulation・cellの性格を有していた。3)群はリンパ
 濾胞由来を示唆するfoUicularpattemを呈する4例でpoorlydifferenti・atedtypeのリ
 ンパ肉腫である。
 以上の点をまとめると,悪性リンパ腫及びその類縁疾患は発生年令から〔小児・若年者群〕と
 〔壮・高年者群〕とに分れる。すなわち,小児・若年者で縦隔腫瘤を伴ったA・L・L及びリンパ肉腫
 は胸腺に対して親和性をもっており,形態学的特徴としてconvolutedcellの存在があげられ
 る。一方,壮,高年者では皮膚病変を主徴とするS6zary症候群及びこれと類縁のG・L・しがあり,
 これらは一般に縦隔腫瘤を伴わず,同様に。6nvolutedcellを示すことが多く,時に,pleomor-
 phicceliの出現を示す。これらの症例はTcellmalignancyに属するものと考えられる。こ
 れに対し,小児・若年者で縦隔腫瘤を伴わないA・L・1、,リンパ肉腫友びBurki'tt一腫瘍め症例では
 convolutedcellは出現せず,前者の縦隔腫瘤を伴うA・L・L,リンパ肉腫例とは明らかに異なっ
 た生物学的態度を呈する。また・成人の(ンL・L及び大多数のnon-Hodg㎞lymp加maでは一般に皮
 膚病変を示さないことからBcellmalignancyが示唆される。リンパ節内におけるBcellの
 存在部位は濾胞と髄索部とされており,結節性あるいはそれから“びまん性"に移行したも㊨を
 含め悪性リンパ腫の多くは胚中心細胞に由来するとされている。実際,今回の検討例中,non-Hodg-
 klnlymphomaでfollicul訓patt8mをとったリンパ肉腫,細胞肉腫の4例並びに“びまん
 型"の細胞肉腫9例でBmarkerqellを呈したことからも明らかである。
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 審査結果の要旨
 近年,リンパ球について多くの知見が明らかにされてきた。その第一点は末梢リンパ組織の構
 成リンパ球におけるT・Bcellsystemの確立である。また,第二点としてリンパ球の芽球化現
 象によりリンパ球の多潜能が明らかになったため,リンパ組織の病変における増殖細胞の形態学
 的解釈にも変化がもたらされた。そこで,著者は病理組織学的に悪性リンパ腫と診断された生検
 例(24例)について形態学的所見と免疫学的成績との比較を試み,更に,腫瘍細胞のhetero-
 geneityが問題とされる急性リンパ性白血病(A・L・L),慢性リンパ性白血病(0・L・1・)お
 よびリンパ肉腫の剖検例(40例)の組織標本を用いて免疫学的特性の有無について検討した。
 〔1〕形態学的所見と免疫学的成績との対比
 細網肉腫(12例)はnomarkerの2例を除くと何れもBce11の性格を示し,Hodgkin病(2
 例)はTcellIymphomaである。Burkitt腫瘍(1例),1㎜unodysplasticlymphadeno-
 pathy(4例)はBcelUymphomaを呈する。皮膚病変を主徴とする0・1、・しと一連のspect-
 rumにあるS6zary症候群(1例)はTcellmalignaneyであり,皮膚に病変を有しないG・
 L・L(1例)はSurface-1ぎ,F♂のthirdpopulationcellを示す。リンパ肉腫(3例)は,
 それぞれ異なるmarkerを示しTmarkercell,thirdpopulationce11,Bcellmalignancy
 である。.Tma∫kerce11を示した2'5才,男には胸腺部に腫瘤形成がみられた。
 〔2〕剖検例による免疫学的特性の有無
 〔1〕の結果からリンパ肉腫の腫瘍細胞にHeterogeneityの存在が示唆され,小児・若年者では
 縦隔腫瘤をみる症例に,また壮・高年者では皮膚に病変を有するリンパ肉腫例にTcellmalign-
 ancyが指摘される。更に,これらと細胞学的に同一とみなされるA・L・1」,C・L・1、でもTcell
 malignancyが考えられるので,剖検例について白血病細胞(腫瘍細胞)の各臓器への浸潤様式・
 浸潤度の差異やその細胞形態学的特徴などから,免疫学的特性を指摘しうるか否かをretrospective
 に検討した。A・1、・1、(23例)は縦隔腫瘤の有無で2群に分け,腫瘤1+1の群(8例)は腫瘤Hの
 群(15例)と比べると,骨髄・肝・脾への白血病細胞浸潤度が強く,経過が急激であり,更に
 convolutedce11の出現等がみられる。また,C・1・・L(6例)は皮膚病変の有無で2群とし,皮膚
 病変1+1の群(4例)は〔一1の群(2例)と異なり骨髄.・脾への浸潤度が強く,経過が短かく,更にconvo-
 1utedce11の出現等がある。これに対してリンパ肉腫では免疫学的検討例との細胞形態学的比較
 から3群に分けた。1)群はconvolutedce11を有する6例で,若年者では縦隔腫瘤形成があり,高年
 者では皮膚病変がみられた。2)・3)群は各、,lymphoblastictypeと低分化型のリンパ肉腫であ
 る。以上から,小児・若年者で縦隔腫瘤を有するA・L・しおよびリンパ肉腫,壮・高年者で皮膚病
 変を有するG・L・しとリンパ肉腫にはconvo玉utedcellの出現をみTcellmalignancyを示唆した。
 よって,本論文は病理形態学的研究として学位を授与するに価するものである。
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